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6月27日　 ～7月7日  ●

六
月
二
十
七
日（
土
）夕
よ
り
、

七
月
七
日（
火
）の
間

夏
詣
期
間
は「
茅
の
輪
守
り
」と

夏
詣
限
定
御
朱
印（
数
量
限
定
）を

頒
布
い
た
し
ま
す

�

夏
越
の
大
祓 �

関
東
一
の
大
茅
の
輪
く
ぐ
り

【 

神
事 

】 

六
月
二
十
七
日（
土
） 

午
後
五
時
よ
り

神
事
の
後
、
夏
詣
期
間
中
は
自
由
に

大
茅
の
輪
を
お
く
ぐ
り
い
た
だ
け
ま
す

願
い
鈴
神
事

七
月
七
日（
火
） 

 

午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
公
ご
奉
納
願
い
鈴
を
、

一
年
に
一
度
七
夕
の
日
に
公
開
し
、

願
掛
け
神
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す

皆
様
の
願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
祈
り
上
げ
ま
す

七
夕
ま
つ
り

六
月
二
十
七
日（
土
）夕
よ
り  

 

七
月
七
日（
火
）の
間

短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
納
め
て
く
だ
さ
い

こ
の
間
、
夜
間
参
拝
も
お
す
す
め
で
す

一一二二三三

夏
詣

亀
戸
浅
間
神
社

な
つ
も
う
で

火土



御
社
殿
改
修
工
事

令
和
九
年
に
迎
え
る

御
鎮
座
五
百
年
と
い
う
佳
節
に
向
け
て
、

メ
イ
ン
の
事
業
で
あ
り
ま
す

御
社
殿
御
修
復
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

期 

間

令
和
八
年
五
月
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
九
日（
予
定
）

工
事
内
容

	

◉ 

木
工
事

	
	

本
殿
＝	

①
既
存
縁
板
再
加
工
・
取
付（
一
部
新
規
取
付
）

	
	

	

②
回
廊
高
欄（
手
摺
） 

新
規
取
付

	
	

	

③
懸
魚
加
工

	
	

拝
殿
＝	

①
既
存
縁
板
加
工
・
取
付（
一
部
新
規
取
付
）

	
	

	

②
回
廊
高
欄（
手
摺
） 

新
規
取
付

	
	

	

③
御
扉
定
規
取
付

	

◉ 

塗
装
工
事	

木
部
木
口
　
撤
去
塗
装

	
◉ 

金
属
工
事	

正
面
折
戸
擬
宝
珠
蝶
番
取
替

	
◉ 
美
装
工
事	

�

外
回
り
美
装	

蔀
戸
用
吊
り
金
物
取
替

		

※�

奉
祝
の
ご
奉
賛
・
ご
寄
付
を
受
付
中
で
ご
ざ
い
ま
す	

何
卒
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

我
が
国
で
は
、
大
晦
日
の「
年
越
し
の
大お

お

祓は
ら
え」に
て

一
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
除
夜
の
鐘
と
共
に

迎
え
る
元
日
に
は
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
と
し
て
、

そ
の
年
の
無
事
・
平
穏
を
願
い
神
社
・
仏
閣
に
詣

で
る「
初は

つ

詣も
う
で」が
行
わ
れ
ま
す
。

 

そ
の
始
ま
り
か
ら
約
半
年
、
季
節
は
本
格
的
な〝
夏
〟を
迎
え
ま
す
。

 

祖
先
供
養
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、
同
じ
く
半
年
間
の
罪
穢
れ
を
祓
い

清
め
る「
夏な

越ご

し
の
大
祓
」を
経
て
、
過
ぎ
し
半
年
の
無
事
に
感
謝
し
、
来

る
半
年
の
更
な
る
平
穏
を
祈
る
べ
く
、一
年
半
ば
の
節
目
と
し
て
、神
社
・

仏
閣
へ
詣
で
ま
す
。

 

こ
の
新
た
な
習
慣
を「
夏
詣
」と
称
し
て
い
ま
す
。

◆ �

夏
詣
期
間
中
は﹁
茅
の
輪
守
り
﹂と﹁
夏
詣
限
定
ご
朱
印︵
数
量
限
定
︶﹂を
頒
布
し
て
お
り
ま
す

関
東
一
の
大
茅
の
輪

 

当
浅
間
神
社
の
夏
の
大
祓
・
年
越
し
の
大
祓
の

茅
の
輪
は
、
直
径
三
メ
ー
ト
ル
六
十
五
セ
ン
チ（
一

年
の
日
数
）太
さ
三
十
セ
ン
チ（
一
月
の
日
数
）の
大
き

さ
で
、
関
東
随
一
を
誇
り
ま
す
。

茅
の
輪
守
り

 

八
岐
大
蛇
神
話
で
知
ら
れ

る
素
戔
嗚
尊
が
、
疫
病
が
流
行

し
た
時
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
な

か
善
行
を
施
し
た
蘇
民
将
来

と
い
う
男
に
、「
世
に
疫
病
流

行
す
れ
ば
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
い
い
、
茅
の
輪
を
付
け
て
い

れ
ば
免
れ
さ
せ
る
」と
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
茅
の
輪
く
ぐ
り

は
そ
の
由
来
に
よ
り
ま
す
。

 

茅
の
輪
守
り
は
、疫
病
退
散
・
除
災
厄
除
の
お
守
り
と
し
て
、

夏
の
大
祓
・
年
越
し
の
大
祓
の
折
に
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

亀
戸
浅
間
神
社
御
鎮
座
五
百
年
奉
祝
事
業
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徳
川
綱
吉
公 

ご
奉
納
願
い
鈴

 

当
浅
間
神
社
の
御
神
宝
で
あ

る
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
公
ご

奉
納
の
鈴
は
、
な
で
な
が
ら

願
を
掛
け
る
と
願
い
が
叶

う
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

一
年
に
一
度
、
七
夕
の
日

に
一
般
公
開
し
、
願
掛
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

夏な
つ

詣も
う
で 

と
は


